
プロジェクトについて
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今年年末に発売予定の新商品「生ズワイガニ」の
購買力を上げるための

マーケティング・PR戦略を実行する

一般消費者の購買力を向上させるツールの制作
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今回のゴール
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一般消費者に購買してもらえるようなツールの制作
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年末すぐ使える 現実的な＆



活動内容
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プロセス(今に至るまでの流れ)
▷ １週目: 販促方法アイデア出し+情報収集
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・紙チラシ(なぞなぞ、謎解き) ・ラジオ CM ・映えフォトコンテスト
・YouTube、SNS ・ベジタリアンへの訴求 ・ポップ
・QR コードにアンケートをつける ・中吊り広告 ・チラシにあえて小さく広告
・カニに合うたれ(独自開発)をつける ・スーパーで動画を流す ・社員さんの食レポ動画
・HP を改良 ・インフルエンサーマーケティング

情報収集
・スーパーとネット販売の比較
・カニとお肉の比較
・生ズワイガニとボイルの比較
・買ってもらいやすくなる情報 など

消費者に合わせた販促ツールを
作成しなければならない



▷ 2～3週目: 販促ツール決定
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Q.誰に向けたものなのか

・未販売のため
インターネットや頂いた情報から作成

→情報が不足していることが判明

→情報が得られる＋販促できるツール？！
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QRコード用ラベル

アンケート

チラシ

チラシ掲示資料

→情報収集のため

→情報収集、販売促進のため

→販売促進のため(キャンペーン認知用)

→販売促進のため(バイヤー向け)
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▷ 4～5週目: 販促ツール作成
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ラベルについて



QRコード用ラベル
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・アンケート専用のQRコード
カニの写真を利用 →インパクト大
既存のラベルはそのまま→来年も利用できる

コスト削減

目的: アンケート・キャンペーンに簡単に参加してもらうこと
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アンケートについて



アンケートを取る目的や意図
• 企業視点
1. アンケートキャンペーンによる購買力向上
2. 来季に向けた情報収集

（具体的な顧客層・商品の強み、弱み）
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• 消費者視点
1. スキマ時間でプレゼントを得ることができる
2. 抽選にあたるかどうかのドキドキ感を無料で味わえる



アンケートのこだわり
 徹底的に無駄を省くことによって、スキマ時間でアンケートに

回答できる（所要時間３分が目安）
 性別・年齢・居住地・世帯年収・同居人数を聞くことでペルソ

ナを深堀り（ターゲットの特定）
 「商品の感想」を記述式にすることで、強み・弱みが消費者目

線で明確に理解できる
 気仙沼とゆかりのある商品をプレゼントすることで、気仙沼の

活性化につながることが期待できる
 https://docs.google.com/forms/d/1N5e7YtNzRWy0EucDJz8b

npXk2PIJ5VqsFusEaK7t_eA/edit
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https://docs.google.com/forms/d/1N5e7YtNzRWy0EucDJz8bnpXk2PIJ5VqsFusEaK7t_eA/edit
https://docs.google.com/forms/d/1N5e7YtNzRWy0EucDJz8bnpXk2PIJ5VqsFusEaK7t_eA/edit


プレゼントのこだわり
A賞 MARINUSコスメセット
▷ 想定ターゲットである３０−５０

代の女性を対象にしたプレゼント
▷ 上記年代の女性はエイジングケア

に関心がある
▷ フカコラーゲンミスト(化粧水)

3,300 円
▷ フカコラーゲンジェル(美容液)

3,300 円を選定
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B賞 クラフトビール
▷ 化粧品に興味が薄い若年層・男性層を

カバー
▷ ビール離れによるクラフトビールブー

ム
▷ 気仙沼にのみで作られているため、限

定感・特別感を消費者に抱かせること
ができる



他の提案
▷ LINE公式アカウントを使ったリサーチ
1. 人口の66.7％がアクティブユーザー
2. 幅広い年齢層で男女の偏りなく支持されている
3. アンケートを答えるためには友だち追加が必須となる
4. チャット感覚ででき、各質問に画像も付けられるため利用者の

興味を持続させられる
5. 「LINE広告」も魅力的か
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チラシについて



チラシを作成する目的
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▷ キャンペーンのターゲット：スーパーに来てる買い物客（主婦）
▷ 生ずわいがにの販売場所：全国各地のスーパー
▷ 販売時期：2021年年末
SNSやインターネット
→ターゲット層に情報が届きにくい・年末まで興味を惹かせることが困難

◎チラシ
スーパーに来た人に直接広報することが可能
その場（生ズワイガニ売り場）で興味を持ってもらうことが可能



完成
チラシ
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凡庸なものよりもインパクト
があるキャッチコピーの方が

興味を惹く

チラシ
受取人

このチラシは
有益である！

僅か１秒



当選人数について
▷ 予算：300,000円－125,000(ラベル代)

=175,000 円＝プレゼントに充てることができる費用

▷ 費用: ラベル代＋A 賞＋B 賞 = 288,500 円
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A賞：7,320 円 (620+100+3,300+3,300) × 15(名) =109,800 円

・フカコラーゲンミスト(化粧水）3,300 円
・フカコラーゲンジェル(美容液) 3,300 円

クラフトビール Tsubaki 350ml×4 2,860 円
B 賞：3,580 円 (620+100+2,860) × 15(名) = 53,700円

合計:163,500 円
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チラシの掲示方法資料
について



資料作成の活用方法

〈目的〉
▷ チラシの宣伝効果を高めるため
▷ バイヤーにキャンペーンの存在を知ってもらうため
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バイヤー スーパー
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目標達成度
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達成度
▷ 短期的な功績
1. アンケートキャンペーンによる購買力向上
2. チラシによるカニの知名度・認識度向上
3. 気仙沼産商品の知名度向上
▷ 長期的な功績
1. 顧客情報の収集→セグメンテーション分析（地理的変数・

人口統計分布）
2. 商品の強み・弱みを知れる
→今後PRするべきところ、改善するところが見える
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達成度
▷ 出来なかったところ
 カニを他の商品と差別化する
→カニ本来の魅力を伝えきれなかった
 長期的な顧客の獲得
→今後LINEやSNSを利用することでリピーターの獲得が見込まれる
 実際に販売に携わり、データを分析する
→インターン期間的に年末には関われず
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感想・気づき
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研修も含めて約５週間みっちりマーケティングを学び、実践することが出来ま
した。今後どのような道に進むかはわかりませんが、確実にこの経験が生かさ
れると思います。お世話になった方、本当にありがとうございました。

販促ツールを作成するためには、商品そのもの・販売場所・ターゲットとする
消費者の情報など多様な情報を調査する必要があることを実感しました。
また、集めた情報を生かし、販促に最大限の効果があるツールを制作する難し
さを感じましたが、充実した５週間でした。ありがとうございました！

思っていた以上に販促ツールを作成するにはたくさんの情報が必要であること
に加えて意識しなければならないことが多く存在することが分かりました。
販促ツールを作るだけでなくその後の分析などもしてみたいと考えるようにな
るなど新たな興味に繋げることができました。
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